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平成25年12月4日水▶21日土
大阪商業大学商業史博物館
開館時間：午前10時～午後４時30分　休館日：日曜日、祝日　観覧料：無料
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　大阪商業大学商業史博物館所蔵の中谷コレクションは、中谷作
次氏（故人）が70有余年の歳月をかけて収集した号外、新聞、雑
誌、付録、博覧会関係からなる膨大なコレクションである。今回、
その新聞コレクションや書画作品（個人蔵）をもとに、幕末から明
治黎明期の言論界を概観する。
　東京で新聞社を経営していた陸羯南（弘前出身）、東京の言論
界で活躍した三宅雪嶺（金沢出身）を中心に、彼らとの関係のな
かで京都、大阪の言論界からも、ゆかりの資料を展示する。合わ

せて、関連講座を連続４回開催する。
　また、本事業は文化庁の支援により大学ミュージアムの交流を
目指すもので、互いの学生の育成を目指すための実践的カリキュ
ラムでもある。

〒577－8505　東大阪市御厨栄町4－1－10　TEL：06（6785）6139　FAX：06（6785）6237

【交通のご案内】
＊近鉄奈良線「河内小阪」下車（準急・区間準急・普通電車）北東へ徒歩５分
＊駐車場はございません。公共の交通機関をご利用ください。

展示資料：（出品予定）
・中谷コレクション
　（大阪朝日新聞・大阪毎日新聞・大阪日日新聞他）
・陸羯南（陸家伝来の家紋入りタンス）
・三宅雪嶺関係資料
・近衛篤麿『一行書』
・天田愚庵書軸
・柴四郎雑誌『経世評論』
・鳥居素川著書
・内藤湖南『巻子』
・狩野君山『漢詩』
・中村不折『漢詩』
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11月28日木 大塩平八郎と檄文 常松隆嗣（大阪商業大学非常勤講師）
12月7 日土 陸羯南とその周囲 高木宏治（筑波大学非常勤講師）
12月12日木 江戸時代の番付とかわら版 明尾圭造（大阪商業大学商業史博物館主席学芸員）
12月19日木 明治の言論界と新聞 長妻三佐雄（大阪商業大学教授）
受 講 料： 無料（事前申込制）
定　　員：50名（各回とも）
場　　所： 大阪商業大学GATEWAY４階ネットワークレクチャールーム
時　　間： 午後2時～3時30分（但し12月19日のみ3時～4時30分）
申込方法： 申込はFAX・Email・電話にてお申し込みください（受講票は発行いたしません）。
 ①氏名②住所③連絡先（電話番号またはEmailアドレス）を明記の上、
 大阪商業大学学術研究事務室まで
 〒577－8505　東大阪市御厨栄町4－1－10
 TEL：06（6785）6139　FAX：06（6785）6237
 hiken@oucow.daishodai.ac.jp
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内藤湖南『景印正徳本三國遺事序』 池辺三山『漢詩』

かんさい・大学ミュージアム連携実行委員会〈事務局〉関西大学博物館　〒564－8680 大阪府吹田市山手町3－3－35　TEL 06(6368)1171


